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◇単元名  

「電気の性質とはたらき」 

◇本時の目標 

  コンデンサーに溜めた電気で，ＬＥＤと豆電球が点灯している時間や流れる電流の量を調べ，電気 

の使われ方について自分の考えをもち表現することができる。 

◇本時の展開の概要（４／８） 

豆電球とＬＥＤでは電気の使われ方に違いがある。事象提示の事象ＡはＬＥＤ，事象Ｂは豆電球を，

それぞれ同量の電気を溜めたコンデンサーにて点灯させて見せた。ＬＥＤの方が豆電球よりも長時間

点灯したことについて，児童に理由を記述させ，それを交流させることを通し「電気の使われ方」に

着目させるようにし学習問題を設定した。実験は２つのことを児童に取り組ませた。１つは，コンデ

ンサーに溜めた電気の量を同じにすることを踏まえた上で，豆電球とＬＥＤの点灯時間を調べること，

もう１つはそれぞれの回路に電流計を組み込み，流れる電流の量を調べることである。これらの実験

結果から，豆電球とＬＥＤの電気の使われ方の違いを考察させ結論を導かせるようにした。 

◇展開 

過程 主な学習活動（○）と児童の様子(写真等) 教師の手立て（○） 

事
象
の
読
み
取
り 

○事象を見て，自分の考えを書く。 

     

 

 

 

(事象ＡのＬＥＤと事象Ｂの豆電球を同じ量の 

電気を溜めたコンデンサーを使って点灯させる 

とＬＥＤの方が長く点灯した。） 

 

 

○ＬＥＤと豆電球を同じ量の電気を溜めたコ

ンデンサーを使って点灯している長さの違

いを提示した。 

【事象Ａ】ＬＥＤは豆電球より長い時間点灯し

た。 

【事象Ｂ】豆電球はＬＥＤより短い時間点灯し

た。 

 

 

事
象
の
説
明 

○事象を説明し，考えを話し合う。 

 

 

 

 

 

  

＜キーワード＞  

・電気の量  ・電気の流れ方 

 

 

 

 

 

○「電気の使われ方」という言葉を児童から出

させることをねらっていたが出なかったた

め，児童の発言「電気の流れ方」を板書した。 

ＬＥＤより豆電球の方が電気をむだ遣い(たくさん使う)して

るということかな。 

教師）ＬＥＤは，豆電球より長い時間点灯したことをど

のように考えますか。自分の考えを書いてみましょう。 

テレビなどで，ＬＥＤは省エネとかエコとか言っている

よね。 

豆電球がたくさん電気を使っているからじゃないかな。 



学習問題：ＬＥＤと豆電球では，どちらが電気を多く使っているか。 

実
験
計
画
・
実
験
活
動 

○実験方法を知り，実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○使われる電気の量の違いを調べるためには，

最初にコンデンサーに溜める電気の量は同

じにしなければならないことに気付かせた。 

○同じ蓄電量のコンデンサーでＬＥＤと豆電

球の点灯時間を調べればよいことに気付か

せた。 

○ＬＥＤと豆電球の回路に流れる電流の様子

を調べるために電流計を使ってよいとした。 

結
果 

○各班の結果を確認し，結果からどのようなこ

とが言えるのかを考える。 

  

○各班の結果を黒板に掲示させ，全体で確認で

きるようにした。 

 

考
察(

結
論
・
事
象
の
再
説
明)

 

○結果から言えることをまとめる。 

(分かったこと) 

・ＬＥＤと豆電球では，豆電球の方が電気を多

く使っていた。なぜならば，同じ電気の量で

早く消えたから。 

 

(事象の再説明) 

記述例：ＬＥＤは豆電球より長い時間明かりが

ついた。それは電気を使う量が少なくても明

かりをつけることができるからだ。 

 

○各班豆電球の点灯時間は違っても，ＬＥＤよ

りも早く消えていることを確認した。 

○学習問題「どちらが電気を多く使って」に対

応するように結論(分かったこと)を書かせ

るようにした。 

 

 

○結論の「豆電球が多く電気を使っている」こ

とに対して「ＬＥＤは豆電球より長い時間明

かりがついた。それは～」に続けて最初の事

象の再説明をさせた。 

 

 

発電機を 50 回回

してコンデンサ

ーの電気の量は

同じにするよ。 

ＬＥＤは２分以

上点灯するけど，

豆電球は 50 秒で

消えた。 

電流計で調べる

と豆電球は，たく

さん電流が流れ

ていたよ。 

どの班も豆電球

の方が点灯して

いる時間が短い

です。 


